


 

SIDS とは、「剖検によってもその原因が不詳である」というと、いかにも実証を欠く信頼

感にとぼしい疾患のように思われる。しからば、法医実務家が平素手がけている鼻口閉塞

による窒息・吐乳吸引による窒息・間質性肺炎などには歴然たる実証があるのかというと、

何も無い。有るのは、肉眼的所見での血液暗赤色流動性・諸臓器のうっ血・粘漿膜に溢血

点散在・生活反応(溺死様の所見)を伴わない気道内乳汁介在、顕微鏡所見として肺の一部

分に限局した細胞浸潤などが共通所見であって、これらは窒息死を含めた突然死の所見で

しかない。しかるに、これらの所見を死亡前後の状況に合わせて、適当に取捨選択して剖

検診断名にしている前時代的処理は、欧米先進国では既に姿を消したが、わが国では通用

している。死因としての確証がないのに、さも証拠があるかのごとく決めつけた結果が社

会的にどのような弊害をおよぼすかにもっと留意する必要がある。 


